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an individual 」に「一個人、ヒトリノヒト」 、
「
Individual 」に「独一个人、独一者、 チニ 」という訳












わかれている。強行犯事件を担当する が「捜査第一課」 、その課長は、テレビドラマなどでは「イッカチョウ」とよばれる。第一課の長「一課‐長」であって、課長の ちの一人「一‐課長」ではないのだから当然である。かかる呼び方は、 「一班 「一隊長」などにも行われ だろう このように、本来の語形と音変化した語形で意味の異なることがある。
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「一家老」においては、一人の家老をさすばあいには、
「カロウ」という《本来形》が、筆頭という限定された家老には「ガロウ」という《変化形》が用いられたわけである。もっとも、これは語により、場によって異なるらしい。江戸時代、吉原では一番のなじみ客・最も大切 客を、本来形の「イチキャク」とも、変化形の「イッキャク」ともいったという。これ 、下が一字漢語 客」である。同じく一字漢語の「一見」は、漢音と呉音の違いによって「イッケン」と「イチゲン」ができたらしい。
さらに範囲を広げて考えてみる。 「一転機」という語は、
ある事態が「一転する機会」と、事態が「転ずる一つの機会」とでは、ずいぶん意味が違う。が、辞書 その違 をとかない。 『日国大』は、 「イチテンキ」を空見出しで掲げ、 「イッテンキ」の項で語義を記述している。このたぐいには 一頓挫」 「一挙手」 「 世界」などもある。
漢数字「一」が和語に冠したばあいにも音環境によって
変化することがある。その一例に 時 がある。前項が変化した「イットキ」は、旧時代に 日を十二分した一つの時間、あるいは短い時間の意であり、後項が変化した「イチドキ」は、物事が一度にあるいは同時に起こるとき
に用いる。
後項が洋語、いわゆる外来語のばあいもある。 「ページ」
を例にいうと、 「任意の一ページを書写する」のように数量をいうばあい、 「一ページから三ページまで」のように順序をいうばあいがあ 一方、 「青春の貴重な一ページ」のように、特別な意味をこめて譬喩的に用いるばあいがある。この二つは読みわけて当然だとわたしは考え が、現実はそうではない。 『日国大』は イッページ」だけを掲げ、 「比喩的に時の流れの中で一つの場面をさしていう」とするが、読みわけはして ない。一兵卒
　
平成二十一年九月、民主党の代表選挙で菅直人氏
に敗れた小沢一郎氏は、 「 たしは初心にかえって、 兵卒として、国民の期待に応えるように、手をつな で協力していきたい」旨を述べた。ラジオ よる小沢氏の声で一兵卒は「イッペイソツ」であった。
インターネットのフリー百科事典『ウィキペディア』で
「兵卒」を検索すると、 「兵士」のページに導かれた。そこには上引の小沢氏の挨拶がひいてあった。わたしは、そ時以外の政治 文脈で 一兵卒」に接した記憶があ 。そ




















『精選復刻近代日本文学館』 （ほるぷ）でみると、 「ぺいそつ」の振仮名がある。も とも、音読みする漢数字以外は振仮名する総ルビ印刷なので、作者がつけたものではないだろう。残る二つ、徳富蘆花『思出の 』 「真理卒として」 、高見順『過程的』 「階級闘争の一兵士たらんとする決意」に振仮名はないよう 。花袋には、そののずばりの『一兵卒』という短篇もあるが、よみは不明である。
近代日本の軍隊に「兵卒」という階級はなかった。 「兵」
は戦闘要員で、 「卒」は兵を支援することが任務であった。それを一つにして兵士の意味で用いてい ところに、わたしの違和感は発しているようだ。わたしの語感では、イッペイソツは最下級に位置づけられた「兵卒」であり、イチヘイソツは、兵卒の内の一人をさす語である。そ て、「兵卒」がすでに最下級の兵士なのだから、あえて、 「イッペイソツ」という必要 ないと思う。旧陸軍には、上等卒と二等卒の間に「一等卒」もあったの なおさらそう感ずるようだ。
現行の辞書をみると、 「イッペイソツ」を掲出するもの
は多くない。 『広辞苑』第六版は「一人の下級兵士。比喩的に、命令を受けて下働きをする者。 （用例略） 」と書いている。後半の記述は、まさに小沢・菅両氏の を説明するものである。 『大辞林』第二版は語義を二分して、 「①一兵士。②ある活動をする大勢の中の一人として、下積み任務に励む者。 （用例略） 」とする これに対するわたしの疑問は、それなら「一兵士はイッペイシか」ということである。






たかが一兵卒の言つた言葉故、それ程信頼できるとは思はな つたが、それでも幕僚一同些かホッとしたことは争へ か 。
この箇所で、この捕虜 兵卒 どの位置にあるかは問題にならないのだから、最下級の 士を意味する「イッ兵卒」とかく必要はない。単に「兵卒の一員」と解し いいだろう。作者は、 「イッペイソツ」 「イチヘイソツ」の ずれを意図したのだろうか。
各種の書目・索引類について、標題が「一兵卒」で始ま
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